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でその消費内訳はガラス関係59%鋳

物用35%珪酸ソｰダ用3%その他3

%となっており消費量が生産量を若干

上まわっておリ不足分は輸入によって

裏かなわれている.

山形県下で良質の珪砂が発見されたこ

とは瀬戸地区の寿命を延ばすという意

味の外にさしあたり毎年不足していく

分をまかない得るということに非常に大

きい意義がありすばらしい発見の一言

にっきると思われる.

飯豊珪砂オタワ

石英は一般に円磨度が高く双眼顕微鏡下でみると磨

耗のために表面洪すりガラスのようにたり肉眼では乳

白色に見えるものカミ多い.まれに両錐石英カミ含まれた

り偏光顕微鏡下では火山岩中に多い融蝕構造をもつ

石英がみられる.全般に包有物はなくほとんど単結

晶からなるものが多くわずかに集合体のものがみられ

ることもある.透明度の強いものは角ばったものカミ多い

むすび

わが国の珪砂の生産量は昭和41年では約260万トン

サ

ン

ド

て鉱量カミ増大することは必至である.

ここに大きな問題となることが一つある.それは約5

ヵ月間降雪になやまされることである.採掘は可能で

あるかもしれないがトラックによる運撮はその間スト

ップせざるをえない.したカミって夏期は索道か(不可

能かもしれないが)ベノレトコンベアのいずれかを使って

トラックと平行させて輸送したならばあるていど解決

をみるのではないだろうか.

(筆者は鉱床部燃料部※山形県鉱業研究所)

晶質は全く心配たく鉱量もすでに約

1,200万トン(その他130万トンの粘土)が

確保され今後さらに調査が進むにつれ
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